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給与所得の場合における

控除額・必要経費　万円

父 　三崎 一郎 52 会社員・給与 ①

母 　三崎 経子 48 パート・給与 ②

③

④

⑤

続柄 年齢 設置者

国公 ・ 私立

国公 ・ 私立

国公 ・ 私立

【添付書類】　学費支弁者（保護者）の収入を，証明する以下の書類を添付してください。　

① 令和２年分直近，３カ月分の収入が証明できる資料【給与明細書，通帳コピー等】

② 令和元年分の収入及び課税状況を証明する書類⑴～⑷いずれかの2つ以上

⑴ 令和元年源泉徴収票（写し）

⑵ 令和２年度　住民税決定通知書【納税義務者用】（写し）

⑶ 令和元年分の確定申告書B【税務署の受付㊞のあるもの】（写し）

⑷ 令和２年　非課税証明書・課税証明書（写し）

③ １学年に在籍する者は，出身高等学校の調査書（厳封）

④ 留学生は，仕送り金額が解るもの（写し），保護者の収入についても，日本人の学生と同等の書類が必要です。

本国の保護者の収入証明等を，日本語訳した書類を添付すること。ﾚｰﾄ換算日は，令和２年10月１日現在とすること。

※　コロナ禍における収入の減少及び家計急変の確認のため，令和３年１月に令和２年分の源泉徴収票(写し)，

３月に令和２年分確定申告書B（写し）いずれかの提出を求めることがあります。（採用者のみ）
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所　　得　　金　　額

（税込）　万円 A-B （税込）　万円
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奨学金を希望するに至った家庭事情及び学納金の支払いが困難となった家計急変の事由を記入すること。

小・中・高・高専・専修（高等・専門）・大学 自宅　・　自宅外

通　学　別 控　除　額　　万円

年齢

自宅　・　自宅外
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続柄 氏　　　　　名

主に家計を支えている者，ひとりに○をつける。　                                                                                ①から④の計
同一人で2種類以上の所得がある場合は，二段等に記入する。                                                         所得金額合計
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氏　　　　　名 就 　 学 　 者　  控　  除

職業・所得の種類 A
収入・売上金額

Ｂ

小・中・高・高専・専修（高等・専門）・大学 自宅　・　自宅外

小・中・高・高専・専修（高等・専門）・大学

家　族　現　住　所 0268 2165

新型コロナウイルス影響 令和２年度日本大学経済学部後援会奨学金(第２種)奨学生申請書
フリガナ       　　　　ミサキ　　　　ケイタ

男
・
女

日 本 大 学 経 済 学 部

三崎　経太 学　　　科 学　　年

学 生 番 号　　19ＡＫ０００生年月日　２０００ 年 １０ 月  １  日（満　２０　歳）
本　人　現　住　所

〒（　１０１　　　－　　８３６０　　　　　）

　　　　経　　済

東京都千代田区神田三崎町１－３－２ コーポさくら１０２

長野県上田市菅平高原１２７８－４６７

自営業の場合は

内容も記入する
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□ 家族現住所と同じ



家庭から(本国からの送金) 円 食費 円 書籍費 円
定職

（　　　　　　　 　　　　　　）
アルバイト　　　　　　　　

（　コンビニの店員　　　　　　　　　）

学部奨学金以外の奨学金

（日本学生支援機構第一種　　　　）

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

合計 円 合計 円

① 日本学生支援機構奨学金第一種奨学金　三崎

② 日本学生支援機構奨学金第二種奨学金

③ 経済学部後援会第１種奨学金

④

⑤

保護者氏名 　　三崎　一郎 ㊞

学生氏名 三崎　経太 ㊞

三
崎

選定を取り消され，本奨学金の交付を停止及び返還を求められても異議ありません。

令和　２　年　10　月　４　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　日本大学経済学部長　殿　　

　　以上のとおり，記載事項に相違ありません。奨学生として採用のうえは，今後一層勉学に励み，奨学生

に相応しい態度と行動をとります。万が一，休学，退学または奨学生として不適当と認められた場合，

例２．日本学生支援機構第二種奨学金 月　額　　５０，０００円 申　　　　請　　　　中

令和元年４月～ 月　額　　６４，０００円 受　　　　給　　　　中

月　額　　５０，０００円 申　　　　請　　　　中

令和元年度 年　額　　300，000円 受　　　　給　　　　済

　　大学に入学してから現在まで受給・借り入れている（既に受給・借り入れた）奨学金の種類・金額をすべて

　記入してください。（申請中の奨学金がある場合は，受給状況欄に「申請中」と記入してください）

例１．日本学生支援機構第一種奨学金 令和元年４月～ 月　額　　６４，０００円 受　　　　給　　　　中

奨　　学　　金　　名　　称 受給期間(年月） 受給額　（年　・　月額） 受給状況

収
　
　
　
　
入 円

円 その他

円 雑費 円 （　　　　　　　　）

　他　の　奨　学　金　受　給　状　況　欄

円 学用品費 円

円 交通費 円 授業料積立費 円

支
　
　
　
　
出

円 住居費

円 教養娯楽費用
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８０，０００

４０，０００

６４，０００
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１０，０００

２０，０００

１０，０００

４０，０００

０

０ ０

１８４，０００１８４，０００

０

０

必ず保護者が，
自署すること

三崎

一郎

印も別々に
（シャチハタ不可）


